
１．はじめに

工事概要
�１ 工 事 名：社会資本総合交付金（地方道改）

工事（菱田橋床版工）
�２ 発 注 者：千葉県 県土整備部 成田土木事

務所
�３ 工事場所：千葉県山武郡芝山町菱田地内
�４ 工 期：平成２３年２月１日～

平成２３年１１月３０日
成田空港南東部に位置する芝山町菱田地区の主
要幹線として建設されている。
○サンドイッチ型複合床版につて
サンドイッチ型複合床版は、従来の合成床版と
異なるのが現場施工に於いて、鉄筋組立作業が要
らない事です。

そして、桁間隔を大きく取り、かつ張出部分も
大きく取ることが可能であるという点です。
今回は、このサンドイッチ型複合床版の鋼殻内
コンクリート充填性について、スランプフロー値
及び充填時間より考察する。

２．サンドイッチ型複合床版のコンク
リート充填方法

菱田橋サンドイッチ型複合床版は、床版パネル
数７３パネル各パネルは２～３セル（鋼殻）に分割
され，総数２１６セルで構成されています。
サンドイッチ型複合床版に於けるコンクリート
充填に際しては、床版上にコンクリートポンプ車
をセットし、アジテーター車は床版上を走行し打
設することが出来ます。
コンクリート充填は各セル毎に充填を行い、Ｇ
１側に充填孔を設け、Ｇ２側に排出孔を設け、排
出孔にはＵ字パイプにて次セルにオーバーフロー
を行い、順次充填を行います。
今回使用する、コンクリートは軽量高流動コン
クリートを使用します。
○コンクリート充填時の諸元
コンクリート充填に際して、次のデーターを収
得しました。
①各セル毎の充填時間
②コンクリートのスランプフロー値
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図―１ 断面図
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３．サンドイッチ型複合床版のコンク
リート充填性の確認

図―５ 充填性の確認検査フローチャート

充填性の確認検査は、２段階の判定方法にて確
認を行う。
�１ 測点の設置
サンドイッチ型複合床版上の鋼板有効幅員内を、
橋軸方向に１６０mm、橋軸直角方向に４００mmのマ
ス目を割り付け、交点を測点とする。

- 測点番号 -

図―６ 測点配置

�２ テストハンマーによる反発検査
各測点に於いて、全数
反発検査を実施する。反
発検査は検査用テストハ
ンマーを約１０cmの高さ
から、鋼板に垂直になる
ように重落下させ、反発

図―２ コンクリート充填状況（充填孔）

図―３ コンクリート充填状況（排出孔）

図―４ サンドイッチ型複合床版平面図

表―１ 使用コンクリート材料

図―７ 反発検査
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を確認する。
【合否判定基準】
合 格：跳ね返り反発する
不合格：跳ね返り反発がない
�３ シュミットハンマー検査
検査テストハンマーによる反発検査で不合格に
なった測点について、鋼板とコンクリートが単に
剥離している場合も考えられるため、その部分に
ついてシュミットハンマーによる打撃を加えその
反発力により合否の判定を行う。
【合否判定基準】
合 格：反発係数 ２０以上 を合格とする。
不合格：反発係数 ２０未満 を不合格とする。
合格測点，不合格測点には○，×を付けて識別す
る。

図―８ 合否判定

�４ 充填判定基準
充填判定の基準は、橋面の有効幅員内にあって、
かつ、次の２項目の双方を満足しないものを未充
填部分として不合格と判定する。
１）未充填部分の大きさは、橋軸方向に１６０mm
以下、橋軸直角方向に４００mm以下のいずれか
を満足する場合合格とする。橋軸方向１６０mm
以上かつ橋軸直角方向４００mm以上の場合は不
合格となる。

図―９ 判定基準による未充填箇所

図―１０ 判定基準例

２）未充填部分の深さ
未充填部分の深さはあってはならない。但し、
鋼板とコンクリートの剥離は許容する。
この充填性確認方法により、２１６セルの確認を
行い、未充填箇所を確定した。

４．充填確認の結果

充填性の確認結果は次の表による。
表―２ コンクリート充填性確認結果

上記の表より、未充填箇所は全体の０．３％に収
まっています。
次に、この未充填箇所と充填速度及びスランプ
フロー値との関連性について見てみます。

５．コンクリート充填性と充填速度，
フロー値との関連性

今回、コンクリート充填に際して実機プラント
に於ける試験練りを実施し、現地到着時のコンク
リートの品質確保に努めた。
コンクリートの充填時には、コンクリートポン
プ車の圧入速度を調整し時間当たり２５m３／ｈにて
調整を行った。しかし、充填速度には、打設日，
打設箇所の要因よりばらつきが生じています。各
セル毎に充填時間を記録した結果、充填時間は、
ほぼ２５m３／ｈ（０．４２m３／min）に管理されている。
スランプフロー値については、ねらい値を５８０
mmから６２０mmに設定していたためほぼねらい
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値通りの結果になっている。
次に、このようなデーターと充填性確認のデー
ターを重ね合わせて見る。

充填速度と充填性との関係は、図―１１，図―１４よ
り充填量頻度とシュミット検査回数頻度のグラフ
からは、充填量とシュミット検査回数には関連性

図―１１

図―１２

図―１３

図―１４

図―１５

図―１６

－１２１－



0
1
2
3
4
5
6
7

56
0

57
0

58
0

59
0

60
0

61
0

62
0

63
0

64
0

65
0

56
0

57
0

58
0

59
0

60
0

61
0

62
0

63
0

64
0

65
0

は見受けられない。
しかし、発生率の図―１５から充填量０．３９m３／min
前後の充填量の発生確率が少ないことが分かる。
コンクリートのスランプフロー値と充填性の関
係は、スランプフロー値の頻度とシュミット検査
回数の頻度の間には、ほぼ同様な関係が見受けら
れる。
但し、スランプフロー値５８０mm前後の数値で、
シュミット検査発生回数が極端に下がる傾向がある。

表―３

６．おわりに

サンドイッチ型複合床版に於いて、品質上の問
題点としてよく話題に上げるものがコンクリート
の充填性である。
コンクリート充填時に、セル内の充填性を高め
るために、次セルへオバーフローするなど方法的
には充填性を高める施工方法が考えられてきた。
しかし、充填速度，スランプフロー値について
は、サンドイッチ床版の開発段階で行われた、コ
ンクリート充填試験のみである。今回、菱田橋サ
ンドイッチ型複合床版の施工に当たり充填性につ
いて施主である千葉県成田土木事務所内でも多く
の質問を頂いていました。
最終的に、未充填箇所が１％未満の０．３％に押

さえることが出来ました。今後、サンドイッチ型
複合床版のコンクリート充填に際して、以下の点
に注意し施工することにより今以上の充填性向上
につながるものと考えます。
�１ 実機試験練りの実施
充填コンクリートに使用する軽量高流動コンク
リートは、たいへん使用頻度の少ないコンクリー
トです。使用する各プラントにとっては初めての
場合も考えられ、試験室での試験練りを行うとと
もに、実機での試験練りを実施し、運搬後のスラ
ンプロスを考慮できる体制を作る必要がある。
�２ 充填速度
充填速度と未充填箇所発生との因果関係はハッ
キリしていませんが、今回のデーターより毎分
０．３９ｍ３前後の充填速度で施工することが基本と
思われます。
時間２３m３から２４m３の施工となります。コンク
リートポンプ車では排出圧の調整が可能であり、
各セル打設量はあらかじめ算出し、打設時に充填
量を０．３９m３／min に調整する。
�３ スランプフロー値
今回のデーターより、スランプフロー値につい
ては、５８５mmが最適数値と考えられます。
本工事では、５８０mm～６２０mmを目標に設定し
プラントと協議を行いながら施工を行い搬入され
ているコンクリートもほぼ目標数値内に入ってい
ました。充填性の確認を行い、データーの相互関
係を見た場合、スランプフロー値６１０mm前後で
のシュミット検査確率が高いことが判明しました。
現場条件の違い等、不確定要素は多々あります
が、今後スランプフロー値の設定については、５８０
mm～６００mmの範囲を目標と設定することが必
要になります。
最後に、サンドイッチ型複合床版に於いて充填
コンクリートの施工は不可視部分の施工であり、
今後もデーターを取り更新する必要があります。
土木工事は、各現場での製作品です。工場製品
の様な画一的な管理は難しいものだと考え、常に
注意することが大切だと考えます。

図―１７
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